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市政レポート市政レポート  第2回 3月定例会令和8年度

■令和8年度当初予算一般会計 歳出
　【目的別】

■令和8年度当初予算一般会計 歳出
　【性質別】

45.8％

民生費
882億円

農林水産業費
26億円
1.3％

8.7％
衛生費
168億円

10.4％

総務費
201億円

8.1％土木費
156億円

商工費
35億円
1.8％

その他
11億円 0.7％

その他
54億円 2.9％公債費

171億円

3.0％
消防費
59億円 総 額

1,928億円

11.4％

教育金
219億円

8.8％

■令和8年度当初予算 一般会計歳入

36.3％

市 税
700億円

9.0％
地方譲与税・
交付金
183億円

9.5％

28.3％

その他
174億円

11.3％
地方交付税
219億円

5.6％
市 債
108億円

国・県支出金
544億円

29.1％

7.3％補助費等
204億円

10.6％

投資的経費
157億円
8.1％

その他の経費
670億円
34.9％

義務的経費
1,101億円
57.0％

8.8％

19.1％

繰出金
140億円

14.1％

物件費
272億円

8.1％
建設事業費
157億円

公債費
171億円

扶助費
561億円

総 額
1,928億円

人件費
369億円

総 額
1,928億円依存財源

1,054億円
54.7％

自主財源
874億円
45.3％

裏面に続きます。

A Q

  

行
財
政
に
つ
い
て

　

 

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
額
の
増
加
に
向
け
て
、

積
極
的
に
取
り
組
む
考
え

　

 

本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、香
川
漆
器
や
高
松
盆
栽
、

庵
治
石
製
品
な
ど
の
特
産
品
や
地
場
農
産
物
の

ほ
か
、
新
た
に「
か
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
2
0
2
6
」の

出
走
権
な
ど
を
返
礼
品
と
し
、そ
の
拡
充
を
図
って

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報

発
信
な
ど
に
よ
り
、
返
礼
品
の
Ｐ
Ｒ
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

宿
泊
関
連
の
返
礼
品
は
、
香
川
県
立
ア
リ
ー
ナ

で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
等
に
よ
り
、増
加
傾
向
に
あ
る

観
光
客
か
ら
の
寄
附
が
見
込
め
る
。

　

今
後
も
、宿
泊
関
連
を
始
め
と
す
る
返
礼
品
の

更
な
る
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、効
果
的
な
情
報

発
信
を
行
い
、
寄
附
額
が
増
加
す
る
よ
う
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

  

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

 

2
0
2
5
年
の
出
生
数
が
プ
ラ
ス
と
な
っ
た

こ
と
へ
の
評
価
と
、社
会
動
態
が
２
年
連
続
プ
ラ
ス

と
な
っ
た
こ
と
へ
の
評
価

　

 

出
生
数
が
８
年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
た
こ
と

は
、
妊
娠
期
か
ら
の
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援

施
策
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
た
成
果
が

表
れ
て
お
り
、
明
る
い
兆
し
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
こ
の
状
況
が
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
の
取
組
に
加
え
、
若
者
が

希
望
を
持
って
自
分
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
を
描
け
る

支
援
策
な
ど
、新
た
な
施
策
・
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

　

ま
た
、令
和
７
年
の
社
会
動
態
は
6
5
8
人
と
、

２
年
連
続
の
増
と
な
っ
た
こ
と
は
、移
住
相
談
機
会

A Q 3
月
定
例
会
代
表
質
問（
抜
粋
）

質
問
お
よ
び
答
弁
の
概
要

　

3
月
2
日
か
ら
24
日
ま
で
の
23
日
間
の
日
程
で
、
令
和
8
年
第
2
回
定
例
会（
3
月

議
会
）を
開
催
し
、令
和
8
年
度一般
会
計
補
正
予
算
な
ど
55
議
案
を
可
決
し
、議
員
提
出

議
案
3
件
を
否
決
し
た
ほ
か
、陳
情
1
件
を
可
決
、1
件
を
否
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
人
事
案
件
10
件
に
同
意
し
ま
し
た
。
な
お
、
私
自
身
本
議
会
に
お
い
て
代
表

質
問
を
行
い
市
政
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

Report
報 告

令
和
8
年
度 

当
初
予
算
の
特
色

⑴一般
会
計
の
規
模
は
、対
前
年
度
比
84
億
円

　
（
4.6
％
）の
増

●「
人
が
つ
ど
い
未
来
に
躍
動
す
る
世
界
都
市
・
高
松
」

　
の
実
現
に
向
け
た
特
色
あ
る
取
組
を
推
進

　

・
子
育
て
支
援
・
学
校
教
育
の
充
実

　

・
防
災
・
減
災
対
策
の
充
実

　

・ 

物
価
高
騰
に
よ
る
影
響
を
受
け
た
市
民
や

　
　

事
業
者
へ
の
支
援

　

・
若
者
・
女
性
に
も
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　

・
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ま
ち

　
　

づ
く
り

　

・
デ
ジ
タ
ル
で
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

　

・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
を
生
み
出
す
ま
ち
づ
く
り

　

・
共
生
・
共
創
・
協
働
（
３
キ
ョ
ウ
）
の
ま
ち

　
　

づ
く
り

⑵
重
点
取
組
対
象
事
業
は
、
73
事
業
・
88
億
円
を

　
計
上

⑶
物
価
高
騰
な
ど
喫
緊
の
行
政
課
題
に
対
応
す
る

　
た
め
、予
算
規
模
は
過
去
最
大

,

一
般
会
計
の
当
初
予
算
規
模
は
、
１ 

9
2
8
億
円



◎次回の発行は8月の予定です。皆さまのご支援、ご協力よろしくお願いいたします。
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自
転
車
ル
ー
ル
に
対
し

「
知
ら
な
い
う
ち
に
違
反

し
て
い
た
ら
」と
の
不
安

の
声
を
多
く
頂
き
ま
す
。

行
政
や
政
治
に
は
制
度
の
導
入
の
み
な
ら
ず
、ル
ー
ル
の

理
解
促
進
へ
向
け
た
積
極
的
な
周
知
啓
発
に
努
め
、事
故

ゼ
ロ
を
達
成
す
る
責
務
が
あ
り
ま
す
。
誰
も
が
ル
ー
ル
を

正
し
く
理
解
し
、
安
心
し
て
通
行
で
き
る
高
松
の
交
通

環
境
を
、皆
様
と
共
に
全
力
で
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

自
転
車
の
交
通
違
反
に
交
通
反
則
通
告

制
度（「
青
切
符
」制
度
）が
導
入
さ
れ
ま
し
た

　
令
和
8
年
4
月
1
日
か
ら
、道
路
交
通
法
の一部
を

改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、16
歳

以
上
の
自
転
車
運
転
者
の
交
通
違
反
が
交
通
反
則

通
告
制
度（「
青
切
符
」制
度
）

の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

Colum
コラム

■主な違反対象と反則金の額

※「酒酔い運転」や「妨害運転」など、特に悪質な違反行為
は交通切符（赤切符）での取締り対象となります。交通
切符（赤切符）は交通反則通告制度の対象外です。

令和８年４月１日から
自転車の交通違反に青切符が導入されます

ギモンの答えはココに

h ps://www.npa.go.jp/bureau/tra c/bicycle/index.html
（警察庁ホームページ）

違反内容 反則金額
携帯電話の使用等（保持）
遮断踏切立ち入り
車道の右側通行（逆走）
信号無視（赤色等）
一時不停止
無灯火
傘差し運転・イヤホンの使用
並進走行・二人乗り

12,000円
7,000円
6,000円
6,000円
5,000円
5,000円
5,000円
3,000円

⇒
議会中継動画を
ご覧になれます。

AQ

A QQ

A

QA

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
の
非
開
催
年
に
お
け
る
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
基
軸
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
考
え

　

 

西
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
で
は
、

各
地
の
魅
力
あ
る
観
光
資
源
を
、ス
ト
ー
リ
ー

や
テ
ー
マ
で
見
せ
る
モ
デ
ル
ル
ー
ト
を
構
築
し
、

大
手
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョン
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。　

　
こ
れ
ら
の
取
組
な
ど
に
よ
り
、専
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
の
閲
覧
数
が
163
万
件
に
達
す
る
と
と
も

に
、
昨
年
の
香
川
県
内
に
お
け
る
欧
米
豪
旅
行

者
の
延
べ
宿
泊
者
数
は
、前
年
比
で
36.4
％
増
加

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
の
非
開
催
年

に
お
い
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
に
取
り
組
む

こ
と
は
、
本
市
の
観
光
振
興
を
図
る
上
で
も
、

大
変
、
重
要
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
来
年
度
、
欧
米
豪
の
現
地
に
向

け
た
情
報
発
信
の
強
化
や
、Ｆ
Ａ
Ｍ
ツ
ア
ー
等
に

よ
る
誘
客
促
進
の
強
化
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

他
の
枠
組
み
も
し
っ
か
り
と
活
用
し
、
本

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
が
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
の
非
開

催
年
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
基
軸
と

な
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。
  

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　

 

保
育
所
待
機
児
童
の
現
状
の
評
価
と
、

年
度
途
中
の
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
た
考
え

　

 

昨
年
４
月
１
日
現
在
の
、
本
市
の
保
育
所

等
利
用
待
機
児
童
数
が
０（
ゼ
ロ
）人
と
な
っ
た

こ
と
は
、保
育
士
確
保
策
な
ど
の
成
果
が
表
れ

た
も
の
と
評
価
し
て
い
る
。

　
一方
で
、依
然
と
し
て
、年
度
途
中
に
は
、待
機

児
童
が
発
生
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
保
育
士

の
確
保
や
負
担
軽
減
に
、
最
優
先
で
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、潜
在
保
育
士
へ
の
就
職一時
金
の

の
拡
充
や
、
移
住
希
望
者
の
仕
事
や
住
居
の

確
保
に
向
け
た
支
援
、企
業
誘
致
の
取
組
な
ど

に
よ
る
成
果
が
、一
定
程
度
、
表
れ
て
い
る
も
の

と
考
え
る
。

 

産
業
振
興
に
つ
い
て

　

 

中
小
企
業
等
賃
金
引
上
げ
奨
励
金
に
つ
い

て
、制
度
の
認
識
不
足
に
よ
る
未
活
用
を
防
止

す
る
た
め
の
十
分
な
周
知
を
行
う
と
と
も
に
、

継
続
的
に
賃
上
げ
を
行
っ
た
企
業
に
対
し
て

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
設
け
る
こ
と
で
、
賃
金
と

経
済
の
好
循
環
に
つ
な
げ
る
考
え

　

 

中
小
企
業
等
賃
金
引
上
げ
奨
励
金
に
関

し
、
制
度
の
認
識
不
足
に
よ
る
未
活
用
を
防
止

す
る
た
め
、
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
高
松

を
活
用
し
、
積
極
的
な
情
報
発
信
を
行
う
と

と
も
に
、
高
松
商
工
会
議
所
等
の
経
済
団
体

を
通
じ
て
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
ほ
か
、
専
用
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
新
た
に
構
築
す
る
な
ど
、

周
知
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
来
年
度
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
、
様
々
な

機
会
を
捉
え
て
、十
分
な
周
知
を
行
っ
て
ま
い
り

た
い
。

　

ま
た
、
継
続
的
な
賃
上
げ
を
補
助
率
の
引

上
げ
等
の
要
件
と
し
て
設
定
し
た
場
合
、よ
り

厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
る
事
業
者
への
、
手
厚
い

支
援
が
困
難
に
な
る
な
ど
の
課
題
が
あ
る
も
の

と
考
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、現
時
点
で
は
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
設
け
る
予
定
は
な
い
が
、
今
後

と
も
、「
中
小
企
業
等
成
長
促
進
事
業
」な
ど
の

施
策
の
充
実
に
努
め
、賃
金
と
経
済
の
好
循
環

に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
。

 

観
光
振
興
に
つ
い
て

　

 

大
阪
・
関
西
万
博
を
経
験
し
た
現
在
、西
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
に
お
け
る

成
果
と
、
加
盟
地
域
と
の
相
互
協
力
に
よ
り
、

交
付
要
件
の
見
直
し
や
、保
育
現
場
の
魅
力
を

発
信
す
る
動
画
の
制
作
な
ど
に
取
り
組
む
た
め

の
予
算
議
案
を
、
今
定
例
会
に
提
出
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

更
な
る
処
遇
改
善
等
を
国
に
働
き
掛
け
る
と

と
も
に
、本
市
独
自
の
保
育
士
確
保
策
を
力
強
く

推
進
す
る
こ
と
で
、
待
機
児
童
の
解
消
を
図
って

ま
い
り
た
い
。

  

選
挙
に
つ
い
て

　

 

市
議
・
市
長
選
挙
に
お
け
る
立
候
補
届
出

関
係
書
類
の
電
子
化
や
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場

位
置
図
の
電
子
化
な
ど
、選
挙
事
務
に
お
け
る

自
治
体
Ｄ
Ｘ
へ
取
り
組
む
考
え

　

 

選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
、こ
れ
ま
で
、

不
在
者
投
票
の
投
票
用
紙
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
を
始
め
、選
挙
運
動
費
用
収
支
報
告
書
の

電
子
化
な
ど
、
選
挙
事
務
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョン（
Ｄ
Ｘ
）の
推
進
に
取
り
組
ん

で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

選
挙
事
務
の
Ｄ
Ｘ
化
は
、有
権
者
や
候
補
者

の
利
便
性
の
向
上
が
期
待
で
る
ほ
か
、業
務
の

効
率
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、立
候
補
届
出
関
係
書
類
等
に

つ
き
ま
し
て
、電
子
化
が
可
能
な
も
の
を
精
査

の
上
、対
応
し
て
ま
い
る
と
と
も
に
、選
挙
運
動

用
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
位
置
図
の
電
子
化
に

つ
き
ま
し
て
も
導
入
を
検
討
す
る
な
ど
、
引
き

続
き
、
選
挙
事
務
の
Ｄ
Ｘ
化
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す


